
　平成２７年１１月に示した平成２８年度予算編成方針に基づく要求は次のとおり。

　今後、国の平成２７年度補正予算（第１号）で実施される一億総活躍社会の実現に向けて緊急に

実施すべき対策等の内容も踏まえ、必要な調整を行い、本県の予算案を取りまとめていく。

１　要　求　額
（単位：百万円）

％

％

％

（単位：億円，％）

２　当初予算額の推移（一般会計）

平成２８年１月１５日

配　付　資　料

（財政課）

一 般 会 計 705,570 719,663 2.0

特 別 会 計 270,853 253,972 △ 6.2

平成２８年度当初予算要求額の概要

平成２７年度 平 成 ２ ８ 年 度
 伸び率

当 初 予 算 額 当初予算要求額

企 業 会 計 12,348 12,996 5.2

平成２８年度当初予算要求額（一般会計）

義 務 的 経 費

一般

行政

経費

投資的

経費
人件費

公債費

社会保障関係費

その他

運営費

事業費

公共事業等費

国直轄事業負担金
災害復旧事業費

性質別歳出
7,197億円

教育費

民生費・衛生費

諸支出金

公債費

土木費

警察費

農林水産業費

総務費

労働費・商工費
その他

目的別歳出
7,197億円

384（5.3）

94（1.3）

376（5.2）

569（7.9）

1,251（17.4）

1,124（15.6）

1,827（25.4）

1,047（14.6）

473（6.6）

51（0.7）

※各項目は億円未満の金額を四捨五入しているため合計額と合わないことがある。

7,350
7,188

6,951 6,942

6,839

6,618 6,649 6,602
6,487

6,562 6,602

7,056
7,197
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28要求

（ 億円 ）

（ 年度 ）

33（0.5）

2,235

（31.0）

1,047（14.6）

966（13.4）

1,213

（16.9）

284（3.9）

767

（10.7）

575（8.0）

76（1.0）



３　部局別の内訳（一般会計）

（単位：百万円）

４　要求額の内訳

（単位：百万円）

義務的経費 → （ ＋10,421、＋1.9% ）

・ 人件費 （  △1,818、  △0.8% ）

・ 公債費 （    △398、  △0.4% ）

・ 社会保障関係費 （  ＋3,310、  ＋3.5% ）

（主なもの）

（    ＋912、 ＋23.3% ）

（    ＋629、  ＋7.7% ）

（    ＋567、  ＋3.4% ）

・ その他 （  ＋9,327、  ＋8.3% ）

（主なもの）

（  ＋4,914、  ＋8.0% ）

（  ＋2,571、  ＋8.0% ）

一般行政経費 → （  ＋4,323、＋4.3% ）

・ 運営費 （  　△458、  △1.6% ）

・ 事業費 （  ＋4,781、  ＋6.7% ）

投資的経費 → （    △651、△0.9% ）

・ 公共事業等費 （  　△910、  △1.6% ）

（    ＋494、  ＋9.2% ）

・ 国直轄事業負担金 （    ＋330、  ＋4.5% ）

3,907 → 4,819

国民健康保険費 16,740 → 17,307

→ 5,844

71,872 → 76,653

61,252 → 66,166

112,021

8,219 → 8,848

→ 121,348

7,277 → 7,607

地方消費税市町村
交付金

32,155 → 34,726

100,747 105,070

28,875

69,035 68,384

58,365 → 57,455

5,350

→ 28,417

うち維持修繕費

110.5

14,093

諸 局 2,951 2,928

94.3

△ 23 99.2

教育委員会 169,203 169,208

102.0

警 察 本 部 45,867 47,337 1,470 103.2

5 100.0

合　　計

農林水産部 35,297 39,018

705,570

4,812 5,145 333 106.9

6,585

104.5

産業労働部 10,448 9,315 △ 1,133 89.2

県民生活部 10,908 12,217 1,309 112.0

環境文化部

区　　分
平成２７年度 平成２８年度

地方消費税清算金

自立支援給付費

子ども・子育て支援
新制度給付費

保健福祉部 120,165 125,569 5,404

土 木 部 62,466 58,888 △ 3,578

535,788

3,721

→ 104,731

→ 96,615

546,209

→ 223,515

719,663

225,333

105,129

93,305

総 務 部 243,453 250,038

増 減 額 (B)/(A)

当初予算額 (A) 要 求 額 (B) (B) － (A)  (%)

102.7



５　晴れの国おかやま生き活きプランに基づく主な重点事業

【重点戦略Ⅰ　教育県岡山の復活】
① Ｇ７倉敷教育大臣会合関連事業（要求額：14百万円）

② 子どもたちが落ち着いて学習できる環境の整備（要求額：56百万円）

③ 不登校問題への対応（要求額：366百万円）

④ 教師の教える技術の向上、子どもたちの学力が伸びる仕組みづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：108百万円）

⑤ 少年の非行防止・健全育成を図るための事業（要求額：19百万円）

                                 　　　  等、重点事業として10件、8,126百万円を要求

【重点戦略Ⅱ　地域を支える産業の振興】
① 戦略的企業誘致の推進（要求額：1,531百万円）

② 中小企業・小規模事業者の「稼ぐ力」の向上（要求額：42百万円）

③ 販路開拓・付加価値額増大支援事業（要求額：64百万円）

④ 国際定期路線開設事業（インバウンドのさらなる誘客に向けて）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：21百万円）

⑤ 晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン（要求額：184百万円）

⑥ インバウンド（外国人誘客）の拡大（要求額：53百万円）

⑦ 岡山後楽園の更なる魅力づくり（要求額：142百万円）

⑧ 未来へつなぐ！岡山果樹生産パワーアッププロジェクト（要求額：39百万円）

⑨ 強みを生かしたマーケティング＆ブランディング戦略展開プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：59百万円）

                                  　　　 等、重点事業として23件、3,226百万円を要求

【重点戦略Ⅲ　安心で豊かさが実感できる地域の創造】
① ワーク・ライフ・バランス推進事業～育児休業の取得促進に向けて～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：6百万円）
② 少子化危機突破プログラム～第１子の壁突破～（要求額：43百万円）

③ 少子化危機突破プログラム～第２子・第３子の壁突破～（要求額302百万円※）

※要求額302百万円のうち2百万円は他の重点事業の重複

④ 明活家（あきや）ストック有効活用推進事業（要求額：16百万円）

⑤ 河川堤防の点検および詳細調査（要求額：72百万円）

⑥ 特殊詐欺の被害防止を推進するための事業（要求額：29百万円）

⑦ 生き活き拠点形成支援事業（要求額：48百万円）

⑧ 岡山移住１万人プロジェクト推進事業（要求額：35百万円）

⑨ アートプロジェクトおかやま推進事業（要求額：100百万円）

⑩ キャンプ受け入れ体制整備事業（要求額：8百万円）

⑪ 「晴れの国おかやま」情報発信力強化事業（要求額：69百万円）

                等、重点事業として32件、11,961百万円（重複分を除く）を要求

プランに基づく重点事業としての要求合計　65件、23,314百万円（重複分を除く）



《参考》おかやま創生総合戦略に基づく主な重点事業

【基本目標１　若い世代の結婚から子育てまでの希望をかなえる】
① ワーク・ライフ・バランス推進事業～育児休業の取得促進に向けて～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：6百万円）（再掲）
② 少子化危機突破プログラム～子育て支援の基盤強化～（要求額：2,089百万円）

③ 少子化危機突破プログラム～第１子の壁突破～（要求額：43百万円）（再掲）

④ 少子化危機突破プログラム～第２子・第３子の壁突破～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額302百万円※）（再掲）

※要求額302百万円のうち2百万円は他の重点事業の重複

                                 　　　 重点事業として4件、2,438百万円（重複分を除く）を要求

【基本目標２　人を呼び込む魅力ある郷土岡山をつくる】
① 国際定期路線開設事業（インバウンドのさらなる誘客に向けて）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：21百万円）（再掲）
② 戦略的企業誘致の推進（要求額：1,531百万円）（再掲）

③ 晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン（要求額：184百万円）（再掲）

④ インバウンド（外国人誘客）の拡大（要求額：53百万円）（再掲）

⑤ 未来へつなぐ！岡山果樹生産パワーアッププロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：39百万円）（再掲）

⑥ 強みを生かしたマーケティング＆ブランディング戦略展開プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：59百万円）（再掲）

⑦ 岡山後楽園の更なる魅力づくり（要求額：142百万円）（再掲）

⑧ 岡山移住１万人プロジェクト推進事業（要求額：35百万円）（再掲）

⑨ Ｇ７倉敷教育大臣会合関連事業（要求額：14百万円）（再掲）

⑩ 生き活き拠点形成支援事業（要求額：48百万円）（再掲）

⑪ 「晴れの国おかやま」情報発信力強化事業（要求額：69百万円）（再掲）

                                  　　　等、重点事業として43件、12,480百万円を要求

【基本目標３　持続的に発展できる経済力を確保する】
① 中小企業・小規模事業者の「稼ぐ力」の向上（要求額：42百万円）（再掲）

② 販路開拓・付加価値額増大支援事業（要求額：64百万円）（再掲）

                                 　　　重点事業として2件、105百万円を要求

【基本目標４　地域の活力を維持する】
① アートプロジェクトおかやま推進事業（要求額：100百万円）（再掲）

② キャンプ受け入れ体制整備事業（要求額：8百万円）（再掲）

③ トップクラブチームサポーター拡大事業（要求額：6百万円）

④ 新エネルギービジョン推進事業（要求額：5百万円）

⑤ 農林水産業の生産を支える豊かで魅力ある農村集落活性化プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要求額：26百万円）

⑥ 小・中・高等学校の活性化支援（要求額：3百万円）

                                 　　　重点事業として6件、148百万円を要求

総合戦略に基づく重点事業としての要求合計　55件、15,171百万円（重複分を除く）

※（再掲）とあるのは、前ページにも記載されている事業



　　　　　　平成28年1月15日

            （単位：百万円）

（Ｂ）－（Ａ） （％）

( 488,016 ) ( 495,380 ) ( 7,364 ) ( 101.5   )

535,788 546,209 10,421 101.9   

( 88,270 ) ( 90,980 ) ( 2,710 ) ( 103.1   )

93,305 96,615 3,310 103.5   

般 ( 60,214 ) ( 60,314 ) ( 100 ) ( 100.2   )

100,747 105,070 4,323 104.3   

( 10,470 ) ( 10,791 ) ( 321 ) ( 103.1   )

58,365 57,455 △ 910 98.4    

( 559,919 ) ( 567,415 ) ( 7,496 ) ( 101.3   )

705,570 719,663 14,093 102.0   

( 559,919 ) ( 567,415 ) ( 7,496 ) ( 101.3   )

976,423 973,635 △ 2,788 99.7    

（　　）は一般財源

93.8    

12,348 12,996

270,853 253,972

災 害 復 旧
事 業 費

( 61 ) ( 46 )

3,393 3,322 △ 71

) ( △ 15 ) ( 75.4    

97.9    

76.3    )

7,277 7,607 330

884 ) ( △ 274 ) (

104.5   

投 資 的 経 費

国 直 轄 事 業
負 担 金

( 1,158 ) (

△ 651

( 32 )

公共事業等費

99.1    69,035 68,384

( 100.3   )

106.7   

( 11,689 ) ( 11,721 )

)

71,872 76,653 4,781

) ( △ 520 ) ( 98.6    
事 業 費

( 37,285 ) ( 36,765

△ 458
運 営 費

( 22,929 ) ( 23,549 )

98.4    28,875 28,417

( 107.4   

( 620 ) ( 102.7   )

108.3   
そ の 他

( 109,708 ) ( 117,790

99.6    
公 債 費

)

112,021 121,348 9,327

) ( 8,082 )

)

105,129 104,731 △ 398

) ( △ 2,381 ) ( 97.7    ( 102,645 ) ( 100,264

( △ 1,047 ) (( 187,393 ) ( 186,346

合   　　　　　計

一般会計の計

特 別 会 計 の 計

企 業 会 計 の 計
648 105.2   

△ 16,881

一般行政経費

社 会 保 障
関 係 費

一

会

計

人 件 費
99.4    )

99.2    223,515 △ 1,818225,333

)

　　予算額　（Ａ） （Ｂ）

義 務 的 経 費

平成２８年度当初予算要求額一覧表

区　　　　　分
平成２７年度当初 平成２８年度要求額 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）



            （単位：百万円）

　
（Ｂ）－（Ａ） （％）

( 88,270 ) ( 90,980 ) ( 2,710 ) ( 103.1   )

93,305 96,615 3,310 103.5   

（　　）は一般財源

            （単位：百万円）

　
（Ｂ）－（Ａ） （％）

( 10,470 ) ( 10,791 ) ( 321 ) ( 103.1   )

58,365 57,455 △ 910 98.4    

（　　）は一般財源

そ の 他
( 11 ) ( 0 )

△ 732 71.7    1,8562,588

-      )

100.8   )

( △ 11 ) (

109.2   

)

99.1    

維 持 修 繕
( 4,480 ) ( 4,516 )

2,660 ) ( 11 ) (

494

単 独 公 共
( 2,649 ) (

12,828

補 助 公 共
( 3,330 ) ( 3,615 )

632

△ 556

105.7   
そ の 他

( 9,453 ) ( 106.7   )( 10,089 ) ( 636 )

子 ど も
( 11,223 ) ( 12,106 ) (

822 106.6   

107.9   )883 ) (

) ( 343 ) ( 101.4   

101.6   

( 36 ) (

　　予算額　（Ａ） （Ｂ）

( 285 ) ( 108.6   )

98.5    

△ 116

100.4   

医 療
( 43,214 ) ( 44,062 )

計

介 護
( 24,380 ) ( 24,723

　　予算額　（Ａ） （Ｂ）

( 848 ) (

公共事業等費の内訳（一般会計）

区　　　分
平成２７年度当初 平成２８年度要求額 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）

計

102.0   )

103.3   

)

1,47746,75245,275

社会保障関係費の内訳（一般会計）

区　　　分
平成２７年度当初 平成２８年度要求額 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）

5,350

12,944

37924,77924,400

11,126 11,758

13,32612,504

36,92737,483

5,844



　　　　　　（単位：百万円）

（Ｂ） （％）

( 559,919 ) ( 567,415 ) ( 7,496 ) ( 101.3   )

705,570 719,663 14,093 102.0   

（　　）は一般財源

( 237,033 )

250,038

( 101.5   )

107,383 ) ( 3,727

)

) ( 17,340 ) ( △ 1,499 )

) ( 105.0   )

合 計

総 務 部
( )231,552

243,453

( 102.4   )

102.7   

教 育 委 員 会
( 127,045 ) ( 126,173 ) ( △ 872

)

土 木 部
( 18,839

( △ 462

環 境 文 化 部
( 3,408 ) ( 3,458 ) ( 50

県 民 生 活 部
(

産 業 労 働 部
( 7,758 ) ( 7,296 )

( 8,677 ) ( 416

平成２８年度当初予算要求額の内訳（一般会計）

区　　　　　分
平成２７年度当初 平成２８年度要求額 増　減　額 （Ｂ）／（Ａ）

　　予算額　 （Ａ） （Ｂ）－（Ａ）

( 5,481 )

6,585

10,908 12,217 1,309 112.0   

8,261 )

4,812 5,145 333 106.9   

)

) ( 103.6   )
保 健 福 祉 部

( 103,656 ) (

120,165 125,569 5,404 104.5   

10,448 9,315 △ 1,133 89.2    

( 94.0    )

14,671 ) ( △ 199 )
農 林 水 産 部

( 14,870 ) (

35,297 39,018 3,721

( 98.7    )

( 92.0    )

110.5   

42,461 ) ( 876 )
警 察 本 部

( 41,585 ) (

62,466 58,888 △ 3,578 94.3    

45,867 47,337 1,470 103.2   

( 102.1   )

( 99.3    )

諸 局
( 2,945 ) (

169,203 169,208 5 100.0   

( 99.3    )2,923 ) ( △ 22 )

2,951 2,928 △ 23 99.2    



※印の平成２８年度重点事業等については、財政課ホームページに「重点事業調書」を掲載しております。

　財政課ホームページＵＲＬ　（http://www.pref.okayama.jp/somu/zaisei/yosan.htm）

（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

要 求 の 主 な も の

（知事直轄）

【新】

※ デル事業 「避難力」を強化するため、住民の主体的な取組

一般 県民避難力強化推進モ 0 2,000 災害時に県民自ら適時適切な避難行動がとれる

一般 南海トラフ地震に備え 5,930 22,309 南海トラフ地震の県被害想定に基づく県内の避難

《危機管理課》 をサポートする専門支援チームを派遣する。

《危機管理課》 するとともに、支援物資物流体制の構築を図る。

【新】

【新】

※ た公的備蓄の整備 者数をもとに、市町村等と連携し公的備蓄を整備

※ 《危機管理課》 を確保するため、通信回線の信頼性向上や、長時

する。

一般 通信機能強靱化事業 0 87,720 大規模災害発生時における国、市町村等との通信

一般 県防災行政無線の機能 19,440 736,653 防災情報の多様化に対応できるよう同時処理機能

間停電による通信途絶を防ぐため電源機能を強化

《危機管理課》 化したネットワーク機器等を更新する。

（総合政策局）

※ 強化事業 を備えた一斉指令システムを導入するほか、老朽

【一部新】

※ 情報発信力強化事業 インパクトのある動画コンテンツの作成や首都圏

行うとともに、メディアへの働きかけを通じて積

一般 「晴れの国おかやま」 44,691 68,944 本県のイメージアップや認知度向上を図るため、

《公聴広報課》 アンテナショップを活用した情報発信を継続的に

一般 動画を活用した若者へ 4,008 5,678 若年層の注目を集める県政広報動画を作成し、広

極的な取材誘致を行う。

発信 ＹｏｕＴｕｂｅと併せ、様々なメディアやイベ

【新】

※ の効果的な県政広報の く見てもらい県政への理解を深めてもらうため、

一般 第２次「晴れの国おか 0 7,524 現プランの「岡山の将来像（長期構想）」や「お

《公聴広報課》 ントを活用し、効果的な情報発信を行う。

（仮称）策定 に取り組むべき戦略や施策について検討を進める。

【新】

※ やま生き活きプラン」 かやま創生総合戦略」を踏まえつつ、今後重点的

《政策推進課》



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

地域振興課》 ズにきめ細かく対応し、県外からの移住者１万人

（５年間累計）の目標達成を目指す。

※ ェクト推進事業 しの魅力発信を強化するとともに、相談窓口の充

　《中山間・ 実や受入体制の整備等に努め、移住希望者のニー

【一部新】

一般 岡山移住１万人プロジ 23,735 34,605 地方への移住の流れが加速する中、晴れの国ぐら

地域振興課》 （生き活き拠点）の形成を促進する。

ぶことで、必要な機能の確保・維持を図り、安心

課、中山間・ して暮らし続けていくことができる小さな拠点

生活圏内の拠点に日常生活サービス機能を集約し、

※ 事業 周辺集落や中心都市と公共交通ネットワークで結

（県民生活部）

【新】

【一部新】

業の取得促進に向けて

一般 生き活き拠点形成支援 14,000 48,000

～

《県民生活交通

　祉部・産業労働部）

子育てしやすい職場環境づくりを推進する。

0 5,510 企業トップセミナーやイクボスの発掘など、企業

※ ンス推進事業～育児休

青少年課、  

労働雇用政策課》

子ども未来課、  

《男女共同参画　  

一般 ワーク・ライフ・バラ

（県民生活部・保健福

におけるワーク・ライフ・バランスの推進を促し

（総務部）

【一部新】

一般 私立学校の安定的な経 6,706,869 6,860,158 私立学校の経営安定に資するため、経常費補助金

※ 営のための私学助成拡 及び日本私立学校振興・共済事業団への補助金を

充 拡充する。

《総務学事課》

【一部新】

一般 私立高校に通う生徒の 130,781 237,079 低所得者世帯の私立高校生等の教育費負担を軽減

※ 保護者負担の軽減（奨 するため、国の制度改正に合わせ、奨学のための

学のための給付金の拡 給付金を拡充する。

充）

《総務学事課》



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

の提示や無料省エネ相談等による支援を行う。

※ 《新エネルギー・ 球温暖化防止行動計画の改定を行うとともに、県

温暖化対策室》 内事業者に対し、省エネにつながる対策メニュー

【一部新】

一般 地球温暖化対策の推進 2,438 8,954 新たに策定される予定の国の計画を踏まえた県地

《スポーツ振興課》 各クラブチームのサポーターの拡大を図る。

一般 トップクラブチームサ 0 5,996 岡山を拠点に活躍しているトップクラブチームの

※ ポーター拡大事業 試合等を活用して、スポーツに取り組む人たちや

ク等における事前のキャンプ誘致につなげる。

【新】

※ 整備事業 やトップレベルの大会の誘致を行い、県民のスポ

《スポーツ振興課》 ーツへの関心を高めるとともに、東京オリンピッ

【新】

一般 キャンプ受け入れ体制 0 8,410 オリンピック種目のナショナルチームのキャンプ

《文化振興課》 を実施することで集客を図り、地域の活性化につ

なげる。

一般 アートプロジェクトお 0 100,000 アーティスト・イン・レジデンス（作家による滞

※ かやま推進事業 在制作）など地域資源を活用したアートイベント

【一部新】

（環境文化部）

を世界に発信し、海外での認知度向上に取り組む。

※ 関連事業 参加者へのおもてなしや県内の機運醸成を図ると

《国際課》 ともに、この機会を最大限に活用し、岡山の魅力

【一部新】

一般 Ｇ７倉敷教育大臣会合 0 13,500 Ｇ７倉敷教育大臣会合の成功に向け、各国大臣等

《航空企画推進課》 致促進のため、エプロンを拡張する必要があり、

整備に向けた基本調査等を行う。

一般 岡山空港エプロン整備 0 7,200 岡山空港の既存エプロンの老朽化対策工事の際に

※ 事業 必要な駐機場の確保や夜間駐機を伴う定期便の誘

かけを強化する。

【新】

なる誘客に向けて） 支援を拡充するとともに、集客支援や現地等での

《航空企画推進課》 ＰＲに一体的に取り組み、航空会社に対する働き

一般 国際定期路線開設事業 10,000 21,250 観光やビジネス面で本県と交流が活発な地域との

※ （インバウンドのさら 国際定期路線の開設を目指して、運航経費の一部

【一部新】

《男女共同参画 働き方を提案するとともに、企業との出会いの場

青少年課》　 づくりなどを行い、将来の就労につなげる。

一般 ママの多様な働き方応 0 7,585 子育て中の女性に対して、ライフプランの中での

※ 援事業 仕事の位置付けを明確化し、就職への動機付け・

【一部新】



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

《循環型社会推進課》 生抑制の推進を図る。

※ 海ごみクリーンアップ 自らが実践できる取組を進めるための意識啓発事

事業 業を展開すること等により、全県下での海ごみ発

【新】

一般 おかやまの美しい海、 0 9,861 県民に対し、海ごみの現状やその対策を紹介し、

《環境管理課》 の少ないＬ字型肥料への転換を支援する取組を行

う。

一般 児島湖の水質改善の促 33,811 34,108 児島湖の水質改善を促進させるため、環境用水の

※ 進 導水に向けた調査や、農家等に対し、リン・カリ

【一部新】

《新エネルギー・ 経費の一部を補助するとともに、ＥＶの魅力を多

温暖化対策室》 角的にＰＲする。

一般 新エネルギービジョン 0 4,876 業務用車両等に電気自動車（ＥＶ）を導入する法

※ 推進事業 人に対し、ＥＶの普及啓発への協力を条件に必要

【新】

う医療給付、保険料軽減等に係る費用の県負担に《長寿社会課》

護給付及び地域支援事業に係る費用の県負担に要

要する経費

義務 国民健康保険費 16,740,205 17,415,444 国民健康保険法に基づき、保険者（市町村）が行

《長寿社会課》

期高齢者医療広域連合が行う医療給付、保険料軽

する経費

義務 介護給付費負担金 24,380,036 24,722,758 介護保険法に基づき、保険者（市町村）が行う介

《長寿社会課》

1,241,361 1,131,912 生活保護法に基づき、生活困窮者に支給する保護

減等に係る費用の県負担に要する経費

経費

義務 後期高齢者医療費 24,434,375 24,824,157 高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、県後

義務 生活保護費

8,218,676 8,847,800 障害者総合支援法に基づき、障害のある人が利用

《障害福祉課》 費等に要する経費

図るための保護措置費等の県負担に要する経費

義務 自立支援給付費

《障害福祉課》 した福祉サービス等に係る費用の県負担に要する

《子ども未来課》

4,981,116 4,863,546 児童手当法に基づき、市町村が支給する児童手当

義務 児童保護費 3,038,291 3,048,248 児童福祉法に基づき、要保護児童の健全な育成を

義務 児童手当費

《子ども未来課》 の県負担に要する経費

（保健福祉部）



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

保健福祉課》

《医療推進課、 県計画で定めた事業等を実施する。

一般 地域医療・介護の総合 5,806,502 7,929,758 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進

長寿社会課、

事業 害者就業・生活支援センターを増設する。

※ 的な確保 するため、医療介護総合確保促進法に基づく岡山

一般 障害者差別解消・障害 0 9,444 障害のある人の差別の解消を図るための相談窓口

【一部新】

《障害福祉課》

※ 業 ットワークの構築や、身近な診療所においてエイ

※ 者就労移行等連携支援 の設置などの環境整備や普及啓発活動のほか、障

【一部新】

【新】

を図る。

《健康推進課》 ズ検査を実施する。

※ 業 者支援、在宅の精神障害者に対する訪問支援及び

一般 感染症対策充実強化事 1,067 36,072 感染症患者を迅速かつ適確に移送する全県的なネ

【一部新】

《医療推進課》 ピアサポーターのメンタルサポートを実施する。

《健康推進課》 認知症対策のための人材育成、相談体制の充実等

一般 体の健康づくり推進事 1,942 4,364 ピアサポートに取り組むがん患者（ピアサポータ

一般 心の健康づくり推進事 60,897 83,506 自殺予防対策のための人材育成、普及啓発、未遂

の壁突破～ 料無償化などの実施により、少子化対策を推進す

※ 業 ー）のスキルアップ研修会を開催するとともに、

一般 少子化危機突破プログ 0 302,056 働き方改革を促すイクボスの取組の推進や、多子

【一部新】

《子ども未来課》 る。

健康推進課》

※ ラム～第２子・第３子 世帯の経済的負担軽減のため、第３子以降の保育

～

【新】

8,654 43,382 結婚希望者への支援や妊娠・出産に関する正しい

《子ども未来課、

一般 少子化危機突破プログ

た多様な子育て支援サービスの充実を図る。

※ ラム～第１子の壁突破 知識の普及啓発、産後ケアなどを実施する。

1,869,303 2,088,716 子ども・子育て支援新制度に基づき、放課後児童

【一部新】

盤強化～

《子ども未来課》

一般 少子化危機突破プログ

※ ラム～子育て支援の基 クラブや地域子育て支援拠点の整備をはじめとし

【一部新】



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

投資促進課、

産業振興課》

※ 産業拠点の構築 中心とした航空機産業クラスター形成に向け、展

《企業誘致・　 示会への出展を支援する。

【新】

一般 西日本における航空機 0 5,618 一貫生産体制の一翼を担う意欲のある県内企業を

ため県内インキュベーション施設の連携強化や創

業者サロンの創設などを行う。

※ ベーションの推進 め、産学金官が連携した支援体制の強化、知財活

《産業振興課》 用にかかる専門研修、ベンチャー企業等の育成の

【一部新】

一般 岡山発ローカル・イノ 0 24,458 発展性のある新産業創出や高付加価値化を図るた

を通じて、付加価値額の増大を図る。

※ 増大支援事業 くり産業の販路開拓支援のほか、食品産業のサプ

《ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ推進室》 ライチェーンの構築や新商品の販路開拓の支援等

【一部新】

一般 販路開拓・付加価値額 23,306 63,512 おかやまテクノロジー展の開催による精密ものづ

経営支援課》 滑な事業承継につなげるための支援を行う。

※ 者の「稼ぐ力」の向上 営者まで、階層別の各種研修やセミナーを実施す

《産業振興課、 るほか、経営革新計画策定のための人材派遣や円

【一部新】

一般 中小企業・小規模事業 4,843 41,768 中小企業等の生産性向上のため、若手社員から経

の開発を行うなど、企業誘致施策の一層の強化を

図る。

※ 投資促進課》 ための補助金の創設とともに、市町村の産業団地

開発を支援する補助制度の拡充や空港南産業団地

一般 戦略的企業誘致の推進 116,320 1,530,576 企業誘致関係補助金の一括交付の導入や、県内企

・特 《企業誘致・　 業の操業継続などにつながる設備投資を支援する

【一部新】

（産業労働部）

障害福祉課》

《健康推進課、  者に対する自己負担限度額軽減措置については、

・心身障害者医療費特 助に要する経費

別措置費

一般 小児医療対策費・ひと 1,238,643 1,226,084 市町村が実施する小児・重度心身障害者・ひとり

子ども未来課、 １年間継続）

（平成２８年６月診療分までとされていた低所得

り親家庭等福祉対策費 親家庭等に対する医療費公費負担制度への単県補



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

《ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ推進室》 都圏ニーズのフィードバック、県産品を活用した

《産業振興課》

首都圏での知名度向上に取り組む。

一般 首都圏情報受発信推進 122,285 142,584 鳥取県や運営事業者と連携してアンテナショップ

※ 事業 の運営を行うとともに、県産品の発掘・紹介、首

定着支援を推進する。

【一部新】

※ 就職推進事業 バスツアーを行うとともに、県内外で企業説明会

《労働雇用政策課》 や就職面接会などを実施し、本県への人材還流や

【一部新】

一般 ＷｅＬｏｖｅおかやま 83,857 133,973 大学生に対するインターンシップや県内企業への

信により、インバウンドの拡大を図る。

※ 誘客）の拡大 モーション活動の拡大・強化を行うとともに、羽

《観光課》 田空港利用や首都圏在住外国人を活用した情報発

【一部新】

一般 インバウンド（外国人 33,656 53,230 アジア地域でのさらなる認知度向上のため、プロ

《観光課》 い、一層の認知度向上と誘客促進を図る。

※ ティネーションキャン ーンにおいて、積極的な情報発信、さらなる観光

ペーン 素材の磨き上げ、魅力的な旅行商品の造成等を行

【一部新】

一般 晴れの国おかやまデス 155,000 183,700 ＪＲと連携して行うデスティネーションキャンペ

業創出を図る。

※ ジェクト推進事業 イオマスを利活用した用途・製品開発等を支援す

《産業振興課》 ることで、県産材の有効活用による地域発の新産

一般 グリーンバイオ・プロ 50,323 49,275 セルロースナノファイバーの技術開発や、木質バ

県内産業へのビジネスチャンスを見据えたＦＳ

（事業可能性）調査を実施する。

一般 水島コンビナートの国 80,033 63,404 水島コンビナートが有する水素の利活用方策を検

※ 際競争力強化 討するため、水島コンビナートの将来像をはじめ

【一部新】

一般 未来へつなぐ！岡山果

樹生産パワーアッププ

0 39,431

※

【新】

（農林水産部）

　　　《農政企画課、

　　　　農産課》

ロジェクト

メガ生産団地２か所の整備を支援するとともに、

白桃の供給力強化を図るため、農業団体等の産地

拡大の取組を支援する。

桃、ブドウの生産拡大のサイクルを創出するため、



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

　　　　センター》

　　　《農村振興課、

　　　　農林水産総合

村集落活性化プロジェ 合センターに鳥獣害対策支援チームを創設する。

クト

鳥獣被害防止対策の効果を高めるため､新たに「集一般 農林水産業の生産を支 0 25,719

※ える豊かで魅力ある農 落柵」の設置などを支援するとともに､農林水産総

【新】

　　　　農村振興課》

　　　　農林水産総合

　　　　センター》

※ 向けたトータルプロジ

一般 担い手・労働力確保に 2,000

先進事例の調査や大都市圏への企業訪問等を行う。

【一部新】

2,733 地域密着型の農業関連企業の参入を促進するため、

《農産課》

ェクト

水田農業の競争力を強化するため、農地中間管理

【一部新】

クト など規模拡大に向けた取組を行う。

一般 農地集積加速化等によ 319,001 601,494

※ る競争力強化プロジェ 事業を推進するとともに、大規模経営体への助成

一般 「伐って、使って、植 85,443 152,828 林業の成長産業化を推進するため、おかやま森づ

　　　《農産課、

イクル再構築プロジェ 東京五輪施設へのＣＬＴ等の利用促進に向けた取

【一部新】

　　　　　《林政課、 定供給を推進する。

※ えて、育てる」林業サ くり県民税を活用し、県産ヒノキの販路拡大や、

　　　　畜産課、

クト 組を支援するとともに、少花粉スギ等の苗木の安

【一部新】

　　　　　　治山課》

※ ティング＆ブランディ 首都圏、関西圏でのＰＲや販路拡大に向けた取組

ング戦略展開プロジェ を実施するとともに、ジャージー牛の収益向上に

一般 強みを生かしたマーケ 0 58,533 県産農林水産物のブランドを強化するため、海外、

クト 向けた支援などに取り組む。

　　　　農産課、

　　　《農政企画課、

（土木部）

【新】

一般 岡山米子線２０ｔｈ 0 3,260 岡山米子線の早期４車線化を実現するため、利用

※ （はたち）メモリアル 促進に取り組むとともに、情報発信を行う。

事業

《道路建設課》



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

実施する。

《少年課》 する各学校の実情に応じた対策を推進する。

一般 少年の非行防止・健全 0 18,706 少年の規範意識向上に向けた、警察官ＯＢによる

※ 育成を図るための事業 非行防止教室の開催促進、学校警察連絡室が協力

【新】

（警察本部）

一般 おかやまＣＬＴリーデ 0 10,000 ＣＬＴ建築産業の土壌を形成するため、ＣＬＴ建

※ ィングプロジェクト 築の利用技術の検討・開発を行うとともに、ＣＬ

《建築営繕課》 Ｔ建築のＰＲや設計技術者等の人材育成を行う。

【一部新】

一般 岡山後楽園の更なる魅 70,386 142,338 国内外からの後楽園への来園者の増加を図るため、

・特 力づくり 賑わい創出事業や特別名勝の保全整備を行うとと

※ 《都市計画課》 もに、高校生以下の無料入園や早期開園を実施す

る。

【新】

一般 吉備路自転車道による 0 4,536 自転車による観光の需要増加や、外国人を始めと

※ 観光支援事業 した観光客に対応するため、岡山市・総社市と連

《道路整備課》 携して吉備路自転車道の整備に取り組む。

【一部新】

一般 明活家（あきや）スト 2,300 16,100 建築士等の専門家を空き家コンシェルジュとして

※ ック有効活用推進事業 配置するとともに、空き家の耐震診断等を行う市

《建築指導課、 町村への補助を行い、空き家の適正管理や利活用

住宅課》 を促す。また、保安上著しく危険となる空き家等

の適切な除却を進めるため、市町村への補助制度

を創設する。

【新】

一般 緊急輸送道路沿道建築 0 9,000 県及び市町村が耐震診断を義務付けた緊急輸送道

※ 物耐震診断補助事業 路沿道建築物の耐震診断に対する助成制度を創設

《建築指導課》 して、耐震化を促進する。

【新】

投資 高潮災害による避難体 0 10,000 高潮による被害を軽減させるため、高潮特別警戒

※ 制等の充実・強化の推 水位を設定して関係機関等へ周知し、迅速かつ円

進 滑な避難を行うとともに、対象市町毎の警戒避難

《防災砂防課》 体制を整備する。

【一部新】

一般 河川堤防の点検および 52,204 72,204 河川法に基づき、堤防等の河川管理施設の点検を

※ 詳細調査 行うとともに、堤防内部の状態を把握する必要が

《河川課》 認められた箇所について、地形調査・地質調査を



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

基礎学力や学習習慣の定着を図るため、中学校に

おける放課後学習サポートの取組を強化するほか、

教員が子どもと向き合う時間を確保するため、教

師業務アシスタントの配置を拡充するとともに、

中学校において運動部活動の指導を行う支援員を

新たに配置する。

会的自立を支援する。

不登校・長期欠席対策として、小学校に配置して

いる登校支援員のほか、スクールカウンセラーや

スクールソーシャルワーカーの配置を拡充すると

ともに、教育支援センターの機能強化や関係機関

相互の連携、研究等を行い、不登校児童生徒の社

が見え始めた学校への集中的継続的支援を行う指

導員や、授業エスケープ等をする児童生徒への学

習支援等を行う支援員等の派遣を行うとともに、

学校の荒れ等の未然防止のため、心理検査を活用

　 育課、保健体育課》

が伸びる仕組みづくり

 《教職員課、義務教

一般 教師の教える技術の向 71,202 107,875

※ 上、子どもたちの学力

【一部新】

一般 不登校問題への対応 327,212 365,764

※ 　《生徒指導推進室》

した学級づくりの支援等を行う。

【一部新】

　　人権教育課》

備

　《生徒指導推進室、

（教育委員会）

《会計課》 車庫整備等を行う。

投資 警察本部庁舎整備事業 123,415 787,030 独立した警察本部庁舎整備に向け、実施設計及び

《地域課》

※ た地理教示等地域警察 アプリを搭載したタブレット端末を整備し、外国

活動円滑化事業 人への対応の円滑化を図る。

訪日外国人を対象とし 0 1,092 観光地や空港等を管轄する交番等に外国人用翻訳

《生活安全企画課》 商業施設等へ直接出向き、防犯指導を実施する。

一般 特殊詐欺の被害防止を 0 29,094 特殊詐欺被害防止のため、高齢者を中心に電話広

【一部新】

※ 推進するための事業 報による情報提供を行うほか、広報員が公民館や

一般 子どもたちが落ち着い 2,033 55,968

一般

《生活安全企画課》

事業

※ 力向上等を図るための 通う子供の実態を把握し、経営者等が参加する防

犯ネットワークの構築と防犯指導の推進を図る。

一般 子供の犯罪被害回避能 0 2,426 子供の犯罪被害回避のため、学習塾等の習い事に

※ て学習できる環境の整

学校の荒れ等に対する早期支援のため、問題行動

【新】



（単位：千円）

予　算　額
説 明

要　求　額

平成27年度 平成28年度分

類
事 業 名

平成３０年度に中国地区で開催される全国中学校

体育大会に向けた競技力強化を図るため、岡山県

中学校体育連盟に対し、強化遠征、トップコーチ

招聘、外部指導者派遣等の費用について補助を行

開催する全国高等学校総合体育大会に向け、主会

場県として総合開会式及び９種目を実施するため

の準備を進めるとともに、円滑な競技運営を行う。《保健体育課》

44,321 397,758

書費、教材費、修学旅行費等相当額を支給する。

（支給単価の増額）

低所得者層の高等学校教育費の負担軽減を図るた

め、年収２５０万円未満程度の世帯に対し、教科

《財務課》

市町村の取組を支援するとともに、高等学校段階

における主権者教育の推進のため、政治的中立性

を確保した指導方法の研究を行う。

の研究、ネット依存対策の研究等を実施する。

スマホ等の適切な利用による生活習慣の改善や学

習時間の確保のため、児童生徒の主体的な活動を

促進するとともに、ネット上のいじめ・トラブル

性化支援

魅力ある小・中学校づくりを促進するため、小規

模校の活性化や小中一貫教育の導入等を検討する

一般 平成２８年度全国高等

学校総合体育大会開催

準備事業

※ 《保健体育課》

平成２８年７月から８月にかけて中国ブロックで

【新】

一般 健やかな体の育成 0 8,500

一般 奨学のための給付金事 261,189 452,914

※ 業

     高校教育課》

　 《義務教育課、

※

【新】

一般 小・中・高等学校の活 0 3,000

     高校教育課》

     保健体育課、

     生涯学習課、

　 《義務教育課、

     生徒指導推進室、    

※ 年を取り巻く問題への

対応

【新】

一般 インターネット等青少 0 6,000

（企業局）

企業 玉島ハーバーアイラン 402,840 72,360 玉島ハーバーアイランドへ立地する企業からの要

ド工業用水道整備事業 望に応えるため、新たに工業用水道施設を整備す

《施設課》 る。

工業用水道施設の震災 1,920,604 2,096,108 工業用水の安定的な供給に向け、管路・浄水場等

対策 の震災対策を集中的に実施する。

ルギーの推進 等を実施し、さらなる再生可能エネルギーの推進

小水力発電の開発可能性調査や既設発電所の改修

企業

《施設課》

企業 さらなる再生可能エネ 32,400 205,200

う。

《施設課》 を図る。
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